
都道府県認定資格研修【１６科目（２４時間）】 

 １．放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）の理解 
  ① 放課後児童健全育成事業の目的及び制度内容 
  ② 放課後児童健全育成事業の一般原則と権利擁護 
  ③ 子ども家庭福祉施策と放課後児童クラブ 

 ２．子どもを理解するための基礎知識 
  ④ 子どもの発達理解 
  ⑤ 児童期（６歳～１２歳）の生活と発達 
  ⑥ 障害のある子どもの理解 
  ⑦ 特に配慮を必要とする子どもの理解 

 ３．放課後児童クラブにおける子どもの育成支援 
  ⑧ 放課後児童クラブに通う子どもの育成支援 
  ⑨ 子どもの遊びの理解と支援 
  ⑩ 障害のある子どもの育成支援 

 ４．放課後児童クラブにおける保護者・学校・地域との連携・協力 
  ⑪ 保護者との連携・協力と相談支援 
  ⑫ 学校・地域との連携 

 ５．放課後児童クラブにおける安全・安心への対応 
  ⑬ 子どもの生活面における対応 
  ⑭ 安全対策・緊急時対応 

 ６．放課後児童支援員として求められる役割・機能 
  ⑮ 放課後児童支援員の仕事内容 
  ⑯ 放課後児童クラブの運営管理と職場倫理 

１．放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）の理解 
 ① 放課後児童健全育成事業の目的及び制度内容 
 ② 放課後児童クラブにおける権利擁護とその機能・役割 
 ③ 放課後児童クラブに関連する子ども家庭福祉施策 

２．子どもを理解するための基礎知識 

 ④  子どもの発達理解 

３．放課後児童クラブにおける子どもの育成支援 

 ⑤  子どもの遊びの理解と支援 

４．放課後児童クラブにおける安全・安心への対応 

 ⑥  子どもの生活面における対応 

専門研修（放課後児童コース）の項目・科目・時間数 
【６科目（○時間）】（素案） 

子育て支援員（仮称） 
基本研修【８科目（９時間）】 

子育て支援員（仮称）・基本研修及び専門研修 
（放課後児童コース）修了 

全科目【合計１４科目（○○時間）】を履修 

 

○ 子育て支援員（仮称）基本研修科目との整合性及び重複等の調整を図ることが必要ではないか。 
○ 放課後児童支援員の認定資格研修の研修項目・科目、研修時間数をベースとして、補助員の役割及び職務を踏まえた科目等の設定 
 を考えていくことが必要ではないか。 
○ 科目の内容や研修時間数についても、補助員の役割及び職務を踏まえたものにしていくことが必要ではないか。 
○ 実施主体を、子育て支援員（仮称）基本研修と同様に、都道府県又は市町村とするのか、都道府県又は市町村のどちらかに限定する 
 のか等の検討が必要ではないか。 

専門研修（放課後児童コース）カリキュラムの検討に当たっての考え方・主な論点 

専門研修（放課後児童コース）のカリキュラム（素案） 
平成２６年９月２９日  

第５回放課後児童クラブの質の向上のための研修企画検討会
（「子育て支援員（仮称）研修制度に関する検討会」第１回専門

研修ワーキングチーム（放課後児童クラブ）） 資料２ 

第４回子育て支援員（仮称） 
研修制度に関する検討会 

平成２６年１０月１７日 

資料
２ 


